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ま え か き

1964年 9月か ら1965年 2月にかけて, 私は タイ国北部チエ ンライ県 とクー ク県において,
1〕

ビルマ ･ロロ語系に所属す る言葉をい くつか調査 した｡ この地域には, タイ語系の諸方言にま
2)

じって, ビルマ ･ロロ語系の言葉が, とくに山地一帯に数多 く分布 していて,私達に とっては,

ビルマのカチ ソ州, シャン州 と並んで極めて重要な調査地域をな している｡

チエソライ県 とクー ク県には,Akha語,LahuShi諸,LahuNa諮,LahuNi語,それに

Lisu語が,い くつ もの村落で話 されてお り, しか も村落 ごとにやや違 った形態を具えている｡

もちろん, タイ国にい るこれ らの部落の言葉は,全体 として, シャン州,カチ ソ州にいる Lahu

族,Lisu族,Akha族 の言葉 とも,中国雲南省に分布す る同部落の言葉 ともかな りの差異を も

っている｡ 今回の調査で,私が調査の対象 とす ることが出来たのは, この中 , アカ語, ラフ ･

シ語, ラフ ･ナ語, リス語であるが,そのほか, この調査の もっとも最後の時期に出会 ったの
3)

が, ここで報告す るビス語であ る｡

ビ ス 語 の 分 布

1. ビス語, ビス族 の存在は,管見の及ぶ限 り今 までに報告 された ことがなか った｡ 少な くと

1) この調査は,本東南アジア研究センターの第 1次 5カ年計画の一つとして行なったものである(,言語
班は私のほかに,三谷恭之,桂満希即が加った｡ この調査に多くの援助を与えていただいたタイ国学

術研究会議並びに内務省の方々に厚 く感謝しなければならない｡

2) この地域には, いわゆる Khammyap(北方 タイ語) とよばれる言葉が分布しているが, これには
Chiengmaiの方言,Chiengraiの方言,Lampangの方言,Lampoonの方言など,あるいは,それら

の中でも, もっと細かい相違をもったいくつもの変種がある｡ cf･HerbertC･PurnelL AShort
Northern Thai-EnglishDictionary.Chiengmai,1963.

3) ビス語の調査には三谷恭之氏の協力を得ている｡私つ調査全般については,拙文 ｢タイ国北部の言語

調査について｣『東南アジア研究』3巻 3号,1965.を参照されたい｡

- 65- 65



東 南 ア ジ ア 研 究 第4巻 第 1号

も, この名称に関す る限 り,新発見の部族であ り言葉であるといっても誤 りではない｡ この言

葉の話 し手たちが, 自称を ビスとい うか ら, 彼等を ビス族そ してその言葉を ビス語 と名付ける

のも当然許 されるであろ う｡

ここで取 り上げるビス語は, チエソライ県チエソライ市の南方約 23km の地点にある Ban

Huaisanか ら西に約 10km は ど入った ところの村落 BanLua(ルア村)において話 されてい

る｡ これを Ban Huaisan の Ban LuaBisu語,略 してバ ン ･ルア ･ビス語 と呼ぶ ことにす

る｡ このほかにもわかっている限 りでは,BanHuaisan よりさらに南西方 45km ほ どの地点

にある BanThakoにおいて, 今はほとんど話 し手がな くなっているが, 老人のみが同種の
4)

言葉を記憶 していると三谷氏が報告 している｡ その言葉をバ ン ･タコーのビス語 といってお こ

う｡ また別の一地点においても,同種類の言葉が話されているとい う情報を得ているが, これ

は確めていない｡ タイ国内の他のい くつかの部落でも, ビス語が今なお話 されていることは十

分に予測できる｡ それ らの発見は,今後の調査をまたねばな らない｡

何故か理 由は明瞭にはわか らないが, このビス族は,近隣のタイ族か らは Lawa族 (タイ語

で lua) とよばれている｡

このように呼ばれ るのは, ビス族が もともとは ラワ族であって, ある時代に ビルマ ･PP系

の言葉を話す ようになったためなのか, あるいは ビス族はやは りビルマ ･ロロ系の 1部族であ

るのだが, 何 らかの理由で ラワ族 と称す るようになったのかは,いまは決定す る根拠 をもた

ない｡大体, ラワ族 自身の正体が今で もよくわかっていないのである｡ しか し,かつては ビル

マ, タイ地域でかな り大 きい勢力を もっていた部族であった ことは,ほぼ間違いがない｡ タイ

国内で ラワ族 と称されている部族の中には, なおビルマ ･PP系の言葉を話す部族がいること

は十分にあ り得 る｡

2.このバ ン ･ルア ･ビス語が, これまでに知 られていなかった言葉であることは確かである
6)

けれ ども, これ と煩似 した性格の吉葉は,今 までにタイ国内のラワ語の一種 として, ラオスの
6)

プノイ (Phunoi) 語 とい う名称のもとに, そ して ビルマ ･シャン州 ケン トソに い る ピェ ソ

66

4) 三谷恭之 ｢ラワ語の現地調査｣『東南アジア研究』3巻 1号 1965,p.153

5) Dr.A.F.G.Kerr,"TwoLawaVocabularies.''JSS.21,1927.ここで2つのLawaといっているの
は,チエソマイ県チエソマイ市の南西方にある Baw Luang村のラワ語と,K豆nburi県にいる Lawa
族の言葉を指している｡前者には Kerr氏が 1922年におとずれ記録した単語48語をあげ,後者には

Kw仝yaiのラワ語86語と Kwenoiのラワ語34語を,ボールワンのラワ語とは似ていなくて,1)ス語ア

カ語に近いチベット･ビルマ語系の言葉として提出している｡表記もあいまいであり,声調の記録も
ない｡

6) HenriRoux,"DeuxtribusdelaregiondePhongSaly(LaosSeptentrional)HBEFEO.24,1924.

pp.489-500.Roux氏はここで P'u･Noi語542語を提出する｡Roux氏は同じ論文で紹介した Akha
語とともに,この言語をどこに分類するべきかわからなかったが,R.Shaferが,ビルマ語とpP語

の中間言語として注目した｡cf.R.Shafer:"ThelinkbetweenBurmeseandLolo.HSino･Tibetica.
No.2,1938;''PhunoiandAkhatones,HSinoITibetica.No.4,1938.
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7)
(Pyen) または ピイ ソ (Pyin)族の言葉 として発表 されている｡ ことに プノイ語 とピエ ソ語に

はもっとも近いが, これ らの資料は極めて貧弱であるために, この ビス語 と比較す ること自体

は,あま り意味を もたないか も知れない｡ しか し, ビス ･ピエ ソ ･プノイの 3言語は極めて密

接な関係にある姉妹言語であることは間違いがな く,系統的には, ビルマ語 とアカ語のほぼ中

間的な段階を占め る言語 グル-プであるとい うことができる｡ それ故, こC')ビス語を ビス ･ピ

エ ソ ･プノイか らなる新 グループの代表者 として扱 うことも許 され るであろ う｡ ビス語の系統
8ノ

については,別の一文において論証す る｡

3.以下の記述は,バ ン ･ルアの置住者 Ⅹ氏をイソホ～マン トとして,1965年 2月に調査 した

資料に もとづいている｡ Ⅹ氏の経歴については詳細な点はわか らないが,バ ン ･ルアとその近

辺,それにチエソライ市付近以外には旅行 した ことがな く, ビス語のほかには, 北方 タイ語を

話 し,理解できる｡ ビス語のイ ンホーマン トとしては好適な一人であった｡

この調査は,タイ語を媒介 として行なった｡ ビス人たちは,タイ人 との接触がかな り頻繁であ

るために,質問に用いた タイ語を直訳的に置 き換えた りす るような影響は,案外に少なか った｡

本稿は, ビス語の簡略な記述を 目指 している予備的な報告である｡ 最終報告は, アカ語, ラ

フ語, リス語な どの研究 とともに,1968年 までに,本東南 アジア研究センターか ら出版 され る

予定であ る｡

バン ･ル7･ビス語の音素体系

つ ぎに,バ ン ･ルア ･ビス語の音素体系を簡略に記述す る｡

ビス語の一つの形態素は,大部分が 1音節である｡ そ して 1音節は 1種の トネームを ともな

った CV♯または CVC(Cは子昔,Vは母音を代表す る)の形式をな してい る0

4. ト ネ ー ム

ビス語の トネ-ムは, 高型, 中型, 低型の 3種類の平板型 ト-ソを基本調 とす る register

tonesystem を とっている｡ その基本的な対立関係は,つぎの例か らわかる｡

[hja=55] く ricefield一一 [?alL1337t̂l:55] <-㌔gut ,

'/) G.GeorgeScott.;GazetteerofUpperBurmaandtheShunStates,Pt･1lVol･Ⅰ･Rangoon:1900･

pp.717-719. HVocabularyofPyen(orPyin)tribe,Kengthg,SouthernShanStates."(by.

G.C.B.Stirling). ここでピエソ語語藁 246語が記録されている｡これにも声調の記載がないが,ど

ス語ともっとも近い形式を示している｡

8) 私は,この一文において,ビス ･ピエソ･プノイの三つの言葉によって代表される,言語間の相違が

さほど著しくはない言語グル-プがあることを提唱したい｡そして, このグループに属する言葉がな
おいくつか,ラオス ･タイ ･ビルマ (シャン州)にかけて点々として残っていると推測する｡ このグ

ループ全体が,同じくラオス ･タイ ･ビルマに分布するAkha語のブル-プと,ビルマ全域に広がっ

ているビルマ語のグループのほぼ中間的な性格をもっていることを諭証したいと思う｡拙文 ｢ビス語

の系統｣『東南アジア研究』 4巻 2号 (掲載予定)を参照されたい｡ また, アカ語については ｢アカ

語の音素体系-タイ国北部における山地民アカ族の言語の記述的研究｣SiudiaPhonologica(『音声科
学研究』)Vol.ⅠV,1966.pp.1-37を見られたい｡
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lhja,33] く fowl> [hja=337㌢33] <egg>

[hjaI11gE:fi] <toitch=> [2u=22hl〇g21] <pOt>

この事実か ら, ビス語には,高平塾55,中平塾33,低平型11の対立を基本 とする三つの トネー

ム類の存在を認めて,それをつぎの記号で表記す る｡

1)高平型 ま 2)中平型 a 3)低平型 a
上に例示 した形式の トネームは,hja:hja:hja,2丘:?u:?hのように表記する｡

中平型 ト-ソをもつ音節では,母音は喉を緊めて発音する特徴をともな う (緊喉母音は 争,

せ,eのように表記す る)｡ ち ょうどビルマ語で低降型の ト-ソが,母音を緊喉音にす るのと同

じ現象である｡ この 3種の ト-ソほ,上に例示 した CV♯ 音節のほかに CVC(nasal)音節に

もあ らわれるが,CVC(stop)の音節には高平型 と低平型のみが認め られて中平型がない｡ただ

し,CVC(stop)音節では高平型は実際にはやや低い調子 [4̂4]～[3̂3]の型をとるけれ ども,中

平型 とは,母音の緊喉の有無によって区別され る｡

[billkhitn4̂4] くmatch> lha33mitD21] <bamboosprout>

[tu22kap□4̂4] く acOVer> [tc)k口17t〇三21] <houselizard>

[2毒和33jitul̂4] <few>

この CVC(stop)のタイプの音節は,タイ語か らの借用語に多い｡

ビス語の低平型 ト-ソ [11]ほ,低降塾 ト-ソ [21]と自由に交替することがある. たとえば

[mugll]と [mug21]ほ対立 しないし (<sky>), [lanll]と [lan21]も対立 しない (<ear-

ring>)0

この低降型 ト-ソは, 大体休止に先行す る音節にあ らわれるが,休止に先行す る音節が付属

形態素 -辞 であるときには,さらにその先の音節 も低降型をとる場合がまれではない｡

[2粥 kEg21] <hard> [keg21モ)el̂1] く tObehard>

[2年gVY=21] くfar> [vy=21耶11] <tobefar>

[?争t)五duII21] く near> ladtu=21℃ell] く tobenear>

これ らの単語は [kEgllI)e][vY:llrje][且dtu=11I)e] とはな らずに,必ず低降型で発音され

る｡ しか し,[11]と [21]が自由交替型である上に, [11111]と [21･ii]ほ対立 した形態素連続

としてあ らわれないか ら,低降型 トーンを低平型 ト-ソの変型として扱 うことができる｡

高平 ･中平 ･低平 (低降) 3種の基本型のほかに, 1)わた り声調 として, 2)タイ語か ら

ひ とまとまりとして借 り入れた単語,数詞 と十二支の中に,上昇型 トーンが認め られる｡

1)わた り声調の例としては,[na:llStlⅦ15h〇n55]くholeoftheear> がある｡ この上昇

型は [na=11StutIll]くear> と対比すれば,高平型 と連続する低平型か らの変調であることが

わかる｡[11･11十一[11･15･55]

2)借用語の例 としてほ, 数詞の中 [sam35]<three>, [S〇g35]くtWO>, 十二支の中,
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[si35]く dragon(cycleofyear)>, [sa,n35]く mOnkey (cycleofyear)> に上昇型が認め

られる｡ これ らは, とくに高平型 [55] と対立関係をもたないか ら, 高平型の変形 として, そ

の トネーム類に入れ る｡

普通の発音 と丁寧な発音

前借的な付属形態素は, 丁寧に発音 した ときは, 個有の ト-ソを とるが, 普通に発音す る

と,いわゆる樫声の現象が観察され る｡ た とえば, く七oiledrice一二､は,丁寧にい うと [hai311

tsa:55]であるが,普通には [ha,i]lltSa5]になる｡ く-＼tObesalty二> は,丁寧には [jag55tS̀a=55]

であるが,普通には [jaヨ55tS̀a5]に,<head> は丁寧にい うと [2冬g33tu=21]であるが,普

通は [?昇り3tu･21] となる｡

ビス語の変調現象

このような t-ソの変化は,主要音節+前橋音節 とくに /｣歪/ と連続す るときに, もっとも

顕著に認め られる｡

丁寧な発音 普通の発音

CV♯-rI壬 :[ju:55が:55] :[ju:55-辞 5] く-ttOtake:-

CやC(stop)一房 ‥lRd叩404-q55-qE:55]:[且dep4-4-g5一昨5] <tOCOunt>

CV♯一房 :[卵,33一群 =55] :[ga,33-りE3] <tOget>

CV♯一℃呈 :[jE=11-℃E=55] :[jE=11-昨 1] くtOCut一二→ヽ
CV♯-日昌 :[ju=21-qe:55] :[ju=21-耶 1] <tosleep二-,

cVc(stop)一重･.[k̀itllrg55-qE:55] :[k̀it口11-ql一昨 1] く-todraw aline>

主要音節+前倍音節 (/lA,1g,ltiZ,kh畠 /etc･)+前椅音節 ノ旬三/の連続では, つぎのような

変調現象がある｡

[?粥55la三55gE=55] - [72g55la:44pE=3̂3]

[t̀冬,331a:55りE:=55]- [t̀冬,331ag33℃E三3̂3]

[且dumlla:55qE=55]- [adug221a=22I)e三2̂2]

[¢tu=117e=55gE=55]- [GuI=22TE::22I)E三2̂2]

-toenterI/>

くtObring>

く tOabandon~/ラ

くtO riseupーン

くtOWakeup二､

-//toconveyニー

主要音節 と主要音節が連続す るときにも, 後続す る形態素の トーンに影響されて,類似 した

変調現象が起る｡

1)高平型 [55]+高平型 [55]は [44･55]になる｡

くleg> [p〇g55tuⅠ55] - [p〇t)44tu=55]

･nickel> [p̀lu=55t〇℃55]一一 [p̀lu:44tこ叩55]
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2)中平型 [33]+低平型 [21]は [22･33]になる｡

<granary> lk233tS̀aq21]- [ka22tS̀〇I333]

3)低平型 [11]+高平型 [55]は [22･53]になる｡

くSaliva> [k̀anlllaI〕55]- [k̀an221aI〕53]

<horsesaddle> [2allm〇I]11taI】55]- [2allm〇り22taq53]

4)低平型 [11]+中平型 [33]は[22･33]～[22･11]になる｡

<eye> [mE=11hntP'33]- [mE=22hntP,33]

<grave> [kamlltlま･33] -- [kam=22t世,33]

5)低平型 [11]+低平型 [11]～[21]は [22･21]になる｡

<garlic> [la=11p̀i=21] - [la:22p̀i:21]

<tongue> [mEnllhla王11]一一[mEn22hla:11]

5.子 音 音 素

ビス語の子音音素 目録は,31種の単純音素 と9種の子音結合か ら成 りたっている｡

単純音素はつぎのように分析できる｡

stops affricates fricatives nasals laterals

velar k kh g;?: :h :q hq

bilabial p ph b :f w :m hm

dental t th d :ts tsh:S :n hn :1 hl

:t昌 t邑h:昌 J hj:丘 h丘

この目録にあげた単位か ら成立する子音音素体系は, voiceless:voicedの対立が velar,

bilabial,dentalの各系列で stop と nasalの両方に並行 してあ らわれるが,dentalaffricate

の系列では /tstsh/に対するdz,/t昌t;h/に対する d豆はなく,それと並行 して /S昌/に対

する Z豆も認め られないとい う顕著な特徴をもっている｡ 一方 /1/に対する /hl/,/j/に対

する /hj/,/W/に対する /f/がある｡

それ散,ビス語の子音体系の概略の特徴をい うと,stop:nasal:a拝ricate:fricative:lateral

の対立, unaspirated:aspiratedの対立, voiceless:voicedの対立の三つが中心をなしてい

ると考えられる｡ この対立関係は,専 ら音節 CVCの C-の位置にあらわれて,末尾の -Cの

位置では,この中, stop:nasal:fricative(実際には frictionはあ らわれない) の対立, チ

なわち /-k,-t,-p/:/-q,-n,一m/:/-j,-W/の対立のみが機能をもつことになる｡

つぎに各音素に該当する音声の性格について述べたい｡

1)無声無気閉鎖音 /k//t//p/

/k//t//p/は音節初頭の位置では [k][t][p]であ り, 完全な閉鎖 と破裂をもつが, 末

尾の位置では完全に閉鎖はするが,破裂は しない｡[k□][t□][pq]である｡
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lku:llⅠ〕e55] <tOSeW> .I[n℃3327,ko44] <breast>

[t〇三551㌢33] <butterfly二二- :[13qllpE,t口44] く breastofwoman>

[pa=11pa..33] <cheek> :[k̀C,pロ44] <shoe>

無声無気の閉鎖音は,なお声門にもあ らわれる｡/?/は極めて弱い破裂 しかもたない [?]で

あ り,音節が中平型 トーンをもって緊喉母音で発音されるときには, とくにはっきりと観察さ

れる｡ そ して,中平塑以外の トーンをもつ音節でも, 初頭に /?/があるときには, その母音

が緊め られて発音される傾向にある｡

[?約33tu:21] く headニー

[?tFT.55Ⅰ〕E=55] <tOlaugh ､二I,

[?明55Ⅰ〕E::55] く tocry>

[?Eqll] <excrement>

2)無声出気閉鎖音 /kh//th//ph/

/kh//th//ph/は,完全な閉鎖 と度合の強 くない破裂をもつ [k̀][t̀][p̀]である｡ この

音素は末尾の位置にはあ らわれない｡

[k̀tur]55] く threadニ-

[p̀a=33t¢aG55] くBuddha>

lt̀印33] く二that>

3)有声無気閉鎖音 /g//d//b/

/g//d//b/は,完全な閉鎖 と破裂をもつ [g][d][b]である場合と,入 りわた りが弱い無

声鼻音である [8g][ad][血b]である場合の両方がある｡ そして他の形態素ととじたつなが り

関係をもつとき,あるいは休止につづ く位置でも丁寧に発音される場合には, [g][d][b]が

観察される｡

[g貧,33]～[るg貧,33] くILT, [?貧r]gad21] <bone>

[dtuI]55Ⅰ〕E,55]～[且dulr]55Ⅰ〕E:=55] く tOSit二二, [bi=llSuZll]～[血bi=11Su=11] く Bisu>

[1aT]55bE=21T3E:11] <二tobethirsty>

それ故 [g]:[8g],[d]:[丘d],[b]:[血b]は, 意味の対立をになわない 自由交替単位であ

ると認め られる｡

4)無声無気破擦音 /ts,tsh,t昌,t邑h/

硬口蓋歯茎音 [ts][ts̀]および歯茎硬口蓋で調音される [t¢][t¢̀]が,たとえばつぎの例

で観察される｡

[ts〇三11mE=21] <salt> [?壬叩33t¢〇三21] く Waist>

[ts̀ad11r]E三55] <tOCOugh > [?貧T]33t¢̀ad55] <sweet>

前者には音素 /ts//tsh/を, 後者には /t昌//t昌h/をたてる｡ この2系列の対立は明瞭で

あるが, この中 [t6-]は [kj-]と自由に交替することがある｡

[t¢uエ111〕e55]～[kjuI11Ⅰ〕e55] く tOSuCk> [tGi=11Ⅰ〕E55]～[kji=1111E55]<tOSpeakン

[?約33t¢〇三21]～[?亨叩33kj〇三21]<waist=→
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私のインホ-マン トは,[kト]の方をより好んで選んだが,専 ら [kj-]のみで [t¢-]の形が

あ らわれない形態素があ り (たとえば [kja=11-qE55]<tOhear>), その反対に [t6-]のみで

[kト]は聞かれない形態素もある (たとえば [t¢an33ben33]<dish>)｡ したがって,[t¢]と

[kj]はまった くの自由交替形ではないことがわか り,その上,[t¢][kj]にあたる出気音 [t¢̀]

[k̀j]ほ,はっきりと対立する単位であるか ら,前者 [kj]にはあとで述べる子音音素結合 /kj/

をたてて,音素 /t昌/ とは対立する単位と認めたい｡

/t昌-/ /kj-/ /t邑h-/ /khj-/

[t¢](一部で [kj]と自由交替) [kj] [t¢̀] [k̀j]

5)摩 擦 音 /S//;//h//j//hj//f//W/

摩擦音の系列 には i)硬 口蓋歯茎で調音される無声音 [S], ii) 歯茎硬 口蓋音無声 [¢],

iii)声門音無声 [h],iv)弱いわた り音有声 [j]および無声 [Jj], Ⅴ)眉歯音無声 [f]有声

[Ⅴ],vi)両唇音 [W]が観察され,それに該当する音素をつぎのようにたてる｡

[S] [¢] [h] [j] [oJj] [f] [Ⅴ][W]

/S/ /i/ /h/ /j/ /hj/ /f/ /W/

[S〇三11p̀jeI21] <toOth>

[¢a=55ⅠJEエ55] <tOSeek>

[h貧'33ja三21] <bird>

[軸'33] <hen>

[kad55fei:55] <COffee>

[sa=11t甘'33] <priest>

[?誉q33¢um55] <shade>

[haq55man55] <wind>

[3jaI〕55喚,33] <elephant>

[mai21Si=33fan21] <teethbrush>

この [f]はもっぱ らタイ語か らの借用語のみにあ らわれて,私の資料ではこの二つの単語に限

られる｡

[wa=21] <plg> [23=11Wam55] く bear>

[vy=33] <chisel> [?約33V等,33] < Rower>

[vu =551〕E:33] く tObuy> [V主,331uJ･33qE:33] く tOabandon>

この [W]と [Ⅴ]の分布は補い合っていて,[a]母音の前では [W]が観察されるが,その

ほかの母音の前では [Ⅴ]である｡ これには音素 /W/をたてた｡ただ,タイ語か らの借用語 と

してはっきり意識されている単語には, [pjaq55Wi=33]<fan>,[wen33]<mirror> のよう

に [W]があ らわれる場合もある｡

6)鼻 音 /I]//m//n//a/:/hI〕//hm//hn//ha/

鼻音の系列には [り][m][n][rb]の有声音のほかに,入 りわた りが無声音である [且q][血m]

[且n][hrb]が観察される｡ 前者を /り//m//n//良/ とし, 後薯を /hI〕//hm//hn//hfi/

とする｡ この対立には,つぎの例がある｡

/q/ [qai21Ⅰ〕E:11] <tObebent> :/hq/[らqei21] <leech>
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/m/ [muI〕21] く Sky> : /hm/ [血muI〕55] く muShroom>

/n/ [na=11SuJq11] くear> :/hn/ [且na:55khaI〕55] くnOSe>

/a/ [rbDmllqe:11] <tOdye> : /ha/ [?.aq33fhrbum55] <short>

7)側 面 音 /り /hl/

有声歯茎側面音 [1]と入 りわた りが無声音である [主1]の2種が観察される｡

llum55T]E:=55] く tObewarm> : lilum55qE三55] く tOWarm>

[lan55] くaXe二> : [?粥33tlan55] く grandson二ン

この 2音素の対立を /1/:/hl/で表記する｡

8)音 素 結 合

ビス語の子音音素結合 には, 無摩擦 わた り音 [j]をともな う [pj][p̀j][bj][血mj][kj]

[k̀j]と,有声側面音 [1]と結合する [pl][p̀1][bl][kl][k̀1]が認め られて,それ以外の結

令 タイプはない｡ そ して,主核子音 となるのは,両唇音および軟 口蓋音に限 られる｡ [j]をと

もな う結合では,主核の閉鎖音 ･鼻音は,やや口蓋音化される｡ とくに [kj][k̀j]はかな りの

程度に口蓋音化される｡ 閉鎖音 と結合する [1]は一般に持続が短か く, 無声音化する傾向が

つよい｡[kl]-[k!] [k̀1]-[k̀!] [bl]-[b!]

[pjay.21] くbee> : [p主umll] <tarO>

[S〇三llp̀jE三21] くtOOth＼ -- : [p̀!aI33] <priest>

[?叩33bia:21] <many=> : [bla:11] く arrOW>

[血mja'33t̀aT〕55] -:IIknife二二-

[kjad111〕E:=55] <towash(cloth,hair)> : [?at]33kとamll] く Slow二二-

[?叩33k̀jad55] く horn:- : [?粥33k̀!ad55] くinside､二-

これには,つぎの諸音素結合をたてる｡

/pj,phj,bj,hmj:kj,khj//pl,phl,bl:kl,khl/

ただ し,/phj/の頻度数は,極めて少ない｡

6.母 音 音 素

ビス語の母音音素の日録は,前舌張眉母音 4種 /ieEa/,後舌

円眉母音 3種 /u o〇/, および後舌張眉母音 2種 /uIY,/ か らな

り,全体が ととのった 9母音システムをつ くっている｡ ビス語には

つぎの例のごとく [i][u] [tu][ei][亡o][Y][E][〇][a]の対

立が観察される｡

[pi=111〕e:11] くtOglVe> : [ntZ331iェ55ka=11] く Clock二 一>

[pei=117]E:11] く tOShow> : [leillja:21] くOgre>
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[pe=11k̀a王21] <kidney>

[pa=11Pa,33] <cheek>

[puIZ551a=551〕E=55]<tothink>

[py'33qE:55] <tOShoot>

[la三11pu三21] <hand>

[mm33pdo33]<bucket>

[p〇三11Ⅰ〕e=11] <tOCure>

llE:55Ⅰ)a:55] <tOgO> /a/

[la:55Ⅰ〕E=55] <tOCOme> /a/

[luIZ55Ⅰ〕E三55]<tOCOme> /uI/

[ly=33] <SaW> /Y/

[phlu三55] <mOney> /u/

lldo33] <Shovel> /o/

[13:55] <Wheel> /a/

このほか, 第-音節の位置で中平塾 ト-ソをとり母音に終る音節 と,[p]または [m]の前

にたつといった限定された環境で,[可 があらわれる｡

[ne'336Y,33] <tOmOrrOW> [tu=11kt:p04̂4] <aCOVer>

ltl…,33SE=55] <mountain> [t̀12m33] <cavern>

lktZ･33kju=21] <valley>

この [可 はこの環境における [a]の変形と考え得るか ら, これ らの母音に /i,e,E,a,

u,Y, u, 0,3/の9音素をたてる｡

/e/および /o/音素は,CVC音節においても,たとえば トein],トdon]の形であらわれ

る｡

[hDq33t如on55] <fox> [k̀jein55qe=55] <tObesour>

[?aq33pnOn21] <White> [?粥33Seir355] <vOice>

長母音と短母音の職能的な対立は全体として認め られない｡ ただ閉鎖音 トp□]トtn]トkO]

に終る音節では母音が長 くなる傾向にあ り,鼻音に終る音節の母音はそれに比べて短かい｡ 母

音に終る音節 CV♯では,高平型,低平型の トネームをとる場合は長母音があらわれるが,中

平型をともな う場合には,母音は緊喉音になって,持続がやや短かい｡ つぎの例がある｡

[la=55qe=55] <tOCOme> CV♯ (高平型)

[lE,33tuJ=21] <rOpe> CV♯ (中平塑)

[1aq55] <water> CVC(nasal)

[kt:･33la.tn44] <paPer> CVC(stop)

つぎの降 り塾二重母音が観察される｡

[ai] : [¢aillI〕E三11] <tObend> ; [ai] : [?粥 q〇i21] <curved>

[yi] :[myi55] <fog> ,

[ad] :[2粥33gad21]<bone> ; [ed] : lkeB33] <glass>

[ed] : [?aT]33t̀eB21]<arow> ',laa] '･[?粥 k̀jDd33]<green>

この副次音 [i][占]を, 音節末尾にあらわれる子音音素 /j//W/に該当する単位と考え

ると,/aj//〇j//yj//aw//Jew//EW//〇W/の連続をたてることが許される｡ しか し,この
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二重母音は初頭音 と自由な連続関係をもたないで,た とえば [eu]は [k]とのみ,[Eu]は [t̀]

とのみ連続するとい うように分配が限定 されているか ら,/ew//EW/を対立 した結合 として

扱 うよりも,/EW/で統一することにする｡ これ らの結合があ らわれる単語は, タイ語か らの

借用語であることが多い｡

ビス語の母音音素 と末尾子音の連続関係は,私の資料か らほ,つぎのようになる｡

一口 -m -n -k -p

a aI〕 am

1 iI〕 ×

e eI〕 em

a Er] Em

ul tuq X

Y YⅠ〕 Ym

u uI〕 um

0 OI〕 ×

〇 〇q 〇m

an ak ap

in ik x

en ek x

En X

n

n

O

〇

×

yk

uk

ok

油

Ep

X

p

p

>
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op
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t

t

t

t

t
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i

e
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t

t
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t

t

O

〇

夏 -iEq
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X X

X X

×

×

.yJ

x

x

つ.J

eW

x

x

x

x

抑

7.つ な ぎ 音 素 /q/

ビス語では,核になる形態素が,付属形態素 -/句㍉/と く とじたつなが り関係> にあるとき,

この 2つの形態素の問に <つなぎ音素> /I/があ らわれることがある｡ たとえば /dap/と

/qe/の連続では [adtzp474q55Ⅰ〕e=55]くtOCOunt> となる｡ この現象は,核になる形態素の音

素形式 と関係な くおこるが, 閉鎖音に終る形式 と中平型 トーンをとる形式で, より頻繁に認め

られる｡

/pyk/+/qE/ : [pYkロ44q55Ⅰ〕e:55] くtOjump>

/tit/+/qE/ : [titロ44q55Ⅰ〕E=55] くLtO丘Ⅹ>

/ph〇q/+/qE/ : [p̀QI]33q55Ⅰ〕E:55] くtOOpen二二>

/tshan/+/qE/ : [ts̀隻n331〕55qE=55] <tOthrow>

核になる形態素の音素形式が CV♯ であれば,つなぎとしてあ らわれる音素 /q/がその形

式 と結合 して,CVqの形になることがある｡

/la/+/qE/:[la:55qe]～[lat]55qEL /1g/+/qE/･.[lE:55qE]～[lET:55T]E]

/?E/+/qE/:[?E‡55r)E]～[?eq55r]E:],/ltiI/+ノ旬E/:[lul:55IjE]～[ltur:5513E]

このように CV♯ タイプと CVT]タイプの2形式は, 自由変形であるが,形態素 tla)tli)

などほ /lま/と /lat]/,/I-i/と /lまq/のごとくそれぞれ 2つの異形態か ら成るとい うこともで

きる｡そ して普通の発話では,後者の形式の万がより多 く使われている｡
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ビ ス 語 の 文 法 体 系

私は現在, ビス語の文法体系を十分に記述できるほどの資料をもたないが, ここでその概略

のみを述べてみたい｡

8.ビス語の単純単語は,一つまたは二つあるいはそれ以上の形態素の結合か ら出来ている｡

二つ以上の形態素か らなる単純単語は,その中の一つが ?aq-または 一昨 の付属形態素である

場合がもっとも多い｡

/?aq-khjl/ <debt>

/?aI〕-hja/ <itch>

/?al一-d5/ <soft>

/khjトl]e/ <tolend>

/hja一昨/ <toitch>

/d5-I]e/ <tobesoft>

この例か ら明らかなごとく, 同一の形態素に 2aq-がつけば名辞表現 (nounexpression)

にな り,-T3eがつけ られると動辞表現 (verbexpression)になる｡ この手順が ビス語の単語構

成に見 られる基本的な特徴である｡ そ して,?aI〕-または 一昨 をともなわないで,二つ以上の

形態素の連続による単語構成 もおこり得る｡

thtshもq<帽子> - 2aq-th<頭> とtshBq-qe<入れる>

khtiltShBq<ズボン> - 1えーkhtiI<足> と tsh5q-qE<入れる>

maplaw pha< しゅろの菓> - ma-plaw < しゅろ> と ?alいpha.<葉>

これ らの左側にあげた形態素連続はやは り1単語 として扱わなければな らない｡ そ こで, こ

の ?aq-の存在は単語の切れ 目を示す単位 として考 えることができる｡ たとえば, <果物>

/tsthq-tstuqstiI/は 3形態素 の連続か らなる1単語 であるが, <木の実> tsthq-tstt叩 2aq-

stiIは, 2形態素か らなる二つの単語の連続である｡ <卵> hja-2uほ2形態素か ら成る1単

語であるが, <刃> hmja?al〕-S)は 1形態素の単語と2形態素か ら成る単語の連続であ り,

く刀の柄> hmja?aq-phaも同様に2単語の連続 として扱わねばならない.

9.ビス語の文は大別すると, 等式文 (equationaltype) と叙述文 (narrativetype)に分

け得る｡ この2つの文のタイプは,それぞれ特有の否定形式をもつほかに,つぎの点で区別さ

れる｡ 等式文は, 2つの名辞構文か ら成 りたち,丁寧な発話では,その2つの名辞構文の間に

休止がおかれる｡ 叙述文は,形態素 -qeに終るかあるいはその位置に入れ替 り得る付属形態素

に終る動辞表現 と,それに先行する名辞表現か ら成 りたつ｡ これも丁寧な発話では,名辞表現

と動辞表現の間に休止がおかれる (#で休止を示す)｡

等 式 文

ga♯名辞表現 ‡<私は-･･-である> ga#bトsd<私はビス人である>

ga#名辞表現 ma-2a#<私は--･･ではない> ga♯bトsdma-2a<私は ビス人ではない>
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叙 述 文

ga#動辞表現 (-qE)♯<私は--･する> ga♯?ま-qE <私は (南-)行 く>

ga#ma一動辞表現 ♯<私は･-･･･しないコ, ga#ma-?ま<私は (南-)行かない>

まず等式文の名辞表現の環境に入 り得る形態を groupSの形態素,叙述文の動辞表現の環

境に入 り得る形態素を groupV の形態素 とよぶ ことにする｡ そ して gaの位置に替 り得る形態

素も_groups,ma-に替 り得る形態素はこのほかに見出せないが, -qEに替 り得る形態素はい

くつかあって,ma-,-I]Eと,それ らと, さらにつぎに述べる別の 1類をまとめて, groupE

とす る｡ ビス語の形態素は, この3類 groupS,groupV,groupEに大別できる｡

10.ビス語では, 主格 く---は>,対格 <･--を> の関係は, 普通は特定の形態素で表現

されない｡専 ら語順のみがその関係を表現す る職能をになっている｡

ga t3-13 wap-qE: <私 (は)蛸蝶 (を)つかむ>

( 早 I l･l

ga tshaq lと-khaw thu-qE <私 (は)盗人 (を)つかまえる>

L_- _ー l

これに対 して,く--･で>,く--･に>,<---か ら>,<-州 と>,く･--より> (比較)

は,特定の形態素で表現 される｡ つまりラ抜述文ほっぎのように拡張される.

i) ga S-na V-qE

ii) ga S-k51〕 Ⅴ-qE

iii) ga S-t芭aj V-qE

iv) ga S-nE V-qE

v) ga S-?y V｢]E

vi) ga S-15-ba-pA V-qE

i) ganaIトnaniI〕pトqE:

ii) ganaI卜k5qniI〕kjトqE

iii) gat昌aq-ha十tsajlth-qE

iv) ganaIトnE?圭一qE

私は･-----に･------･する

私は---･--･か ら-----する

私は･-----か ら--･---す る

私は･-----･と----･--す る

私は･----で-------す る

私は-･----より------である

工私 (は)あなたにこれ (を)あげます>●

･II私 (は)あなたか らこれ (を)借 ります>●●

く私 (ほ)チエソ･ライか ら釆ました>●●

<私 (は)あなたと行きますン

Ⅴ) ganu-2ydtilq-qe <私 (は)ここに坐 ります=>●

vi) ganaIトlSba.p丘hm5Ⅰ〕-qE <私 (は)あなたより (背が)高い二,●●

なお, この -naはつぎの場合にも使われる｡

gana句-nakhE-qE <私 (ほ)あなたを恐れる>●

ganaI1-nam寸-qe <私 (は)あなたをきらう>●

主体 と,主体が恐れた り,きらった りする対象との関係は, 日本語では くを> であ らわさ

れるが, ビス語は くに> で表現する｡
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この -naなどの 付属形態素をまとめるとつぎのようになる｡

与格 na:従格 k5り(人物),t昌aj(場所):達格 ne:於格 27

これ らの形態素はすべて,さきに掲げた ma一,一群 と同じく groupEに属させる｡

<私はチエソ･ライに行 く> gat昌的-haj?昌一qe

<私は椅子に坐る> gatat3-2idtilg一昨

の日本語の <に> にあたる関係もビス語では特定の形態素によって表現されない｡

ll.GroupSの形態素の中,gaと直接交替する関係にある人称代名詞類は, つぎの体系をも

っている｡単数形 ･複数形のほかに,<私たち二人>,<あなた方二人> の双数の形がある｡

lsg. ga pl. gu du. gaj

2sg. na～naq pl. n叩 du. naj

3sg. Ja～Jat】 pl. j〇g du･ ×

単数形式には, 2人称と3人称に Ca形式と Cal〕形式の2つの自由交替形式があるが, 1

人称には,Caに対する Caqはない｡ 2人称と3人称は単数形 Caq,複数形 C〇勺のごとく母

音の対立を示 してお り,双数形は1人称と2人称が,単数形 Caに対して,Cajの形をもって

いる｡ つぎに, /ga?ま-qE/<私 (は)行きます> は,/ga-1如 ?昌一qe/<私自身行きます>

に替 り得る｡ この ga-1at]<私自身> に対立する2人称, 3人称は,つぎの形式である｡

1.ga-1如 (?ま-qe) 2.naq-1如 (?昌一qe) 3.jaロ-1aT](?圭一qE)

等式文の基本型 jal〕#tshaT]?aq-hmとn<彼 (は)よい人間である> は, 叙述文にかえる

と,jaT〕♯ hmさn-qe<彼はよい> になる. これはさらに,jaI〕-htil♯hmさn-r3e<彼のものは●●●●

よい> にな り得る｡ この jar]-hthに対立する形式ほっぎのごとくである｡

ga-htilhmとn-qE <私のほよい>

naI〕-htilhm主n-qE <あなたのはよい>

jaI〕-hthhmとn-qe <彼のはよい>

I)#tsh的?aI〕-hm主n1 -111

jaI〕# hm占n-qE
l )I1

jaI〕-hrh♯ hm色n-qel l l l
t t

等式文 niI〕♯nan-Sth?aT]-hmさn<これはよい書物である> を叙述文にすると,ni-n丘TrStiI

♯hm主n-qeくこの書物はよい> になる｡ この niqに対立する指示詞は,つぎの体系をなして

いる｡

ni～niq近称,thE～th印 遠称,he～heI]最遠称,hjD最遠遠称,hゝkhjD最遠遠遠称

近称,遠称, 最遠称にあらわれる CV♯ と CVqの両形式は自由交替形であるが,he以下

の形態素は,どの点で区別されているのか, あるいははっきりとした区切 りがあるのかどうか

は詳かではない｡

niq‡n和一stiI<これは書物です> に nトma‡n和 一stiI<このものは書物です> が替 り得
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る｡ この nトmaに対立す るそのほかの指示詞の形式は,つ ぎのごとくである｡

ni ----,ni-ma;the JthE-ma一一二そのもの> -,hE --hE-maくあのもの∴-,

hjD-hj〇一maく向 うにあるものう ;h㍉k-hjD-h5k-hj3-maくずっと向 うにあるもU_) 7

それ らの指示詞は,上に掲げた於格をあ らわす形態素-2Yの前にも入 り得る｡たとえば

ga nu-77 dtilr]-rJE -,:l私は ここに坐 る､ -

ga the-2y dtilr]-r]E <私はそ こに坐るー:,

ga hE-2y dtilr]-qE 二私はあっちに坐 る :

ga hj3-7y dtilr]-r3E 工私は向 うに坐 る＼>

ga hゝk-hj〇-2y dtilrrqE -＼私はず っと向 うに坐 る ･

この中で,近称指示詞の形式のみがさきの形 と一致 しないことがわか る｡

ここで く これ1:,niの異形態について述べ る必要がある｡niの自由交替形 として niqがあ

ることはさきにあげたが,そのほかに nu-および nE-があって,つぎの分布を示 している｡

/nu-?Y/ --::ここ､ン tnu-) /nE-hla/ く今月::- (nE-)

くそれ､I,-the,-:透'れJhEが,-?Yの前の環境でもそれ以外の環境 と同 じ音素形式をもって

い るか ら, この (nu-)お よび tne｣ を,tni-ノniT〕)の異形態 として扱 うことにす る｡ 近称指示

詞 ･-∴これ -は (ni～nil〕)の自由交替形 と tnu-,nE-)の 3つの異形態か ら成 りたっている｡

人物,事物,時間,場所,数の発問は,つ ぎの形であ らわ され るrJ

[人物] ?a→sa.r]-77 一だれ [事物] ma-t呈y-?Y ､何 ,

[時間] ?a-1もhmu卜?Y いつ -･ [場所] kyI〕-2Y どこ -

[数] ?a-13-2Y /い くら 一

これ らはいずれ も -77を ともなっているが, これは上に述べた於格の -?Y と同一形態素で

あると考える｡ ､つまりビス語では,代表的な発間詞はすべて於椿で表現されていることになる｡

く誰が来 るか､-2a-S的-2Yla-qEは直訳す ると -=誰において 来 るか∴ であ り, 一一:＼｢何を食べ

るか -二>ma-t呈y-?ytsa-7]Eは ･-何において食べるか -となる｡ い くらもつか∴>?a-15-?y

t昌a-1]E:も くい くらにおいてもつか - の意味である｡

12.ll.で述べた人称代名詞,指示詞,発間詞のほか,GroupS としてまとめ得る単語は,形

式の上か ら,つ ぎの 7類に分けることができる｡

1)PreBxをもたない形式, 2)Prefix?a町 をともな う形式, 3)Prefix2a-を とも

な う形式, 4)Prefixiト をともな う形式, 5)Prefixka-をともな う形式, 6)PreBx

?ト をともな う形式, 7)Sufhx-baをともな う形式

つ ぎに各形式について説明を加える′つ

1)Pre丘Xを もたない単純単語

i) 1形態素か ら成 る単語 1わ く水 >, kht如 -､一糸∴
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ii) 2形態素か ら成る単語 m昌一hntu< 目>, hna-kh如 く鼻>

iii) 3形態素か ら成る単語 la-tshtiI-tan<ひ じ>, lam-tもq-hn孟<とんぼ>

タイ語か らの借用語には, 3音節の単語が多いが, ビス語ではそれ らをいずれも3形態素か

ら成る単語として扱 うことはできない｡

majsifa.n <歯刷子>, nalika <時計>

2)Pre丘Ⅹ2a町 をともなう形式,Prefix2aI〕-は く事物の名前あるいは事柄> を示す｡

2aq-h5Ⅰ〕<部屋> 2aq-tha<床> ?aq-pha<葉> 2aq-kh〇<木の皮>

?aI〕-をともな う単語の大半は,等式文 ni-ma‡･･-･<このものは--である> の･･････の環境

に入 り得る｡ところが 2atト をもつ単語の中で, この位置にたち得ないものがある. たとえば,

×ni-ma2aI〕-tha,×ni-ma2aq-thd,×ni-ma2ar]-hrh,xni-ma?aI〕-1ま｡ これ らは本来 -qeを

ともなう groupV の単語,tha-qE<鋭い>,thd-qE<厚い>,hth-1]E<大きい>, la-qE

<来 る> か ら, ?aIr をつけて groupSに移項 した単語である｡ 本来の groupSの単語と

groupV か ら 7aq-をともなって移項 した単語はこの点で異っている｡ そ して, 後者の単語

は,叙述文の gaの位置では,前者の単語と同じ機能をもっている｡

ni-ma‡hth-qE: これは大きい ni-ma‡thd-I]E これは厚い

2aq-htiI♯hmさn-qE 大きいのはよい 2aq-thd.♯hmとn-qE:厚いのはよい

?aIrh5q‡hm主n-qe 部屋がよい 2aq-tha♯hm主n-I]e 床がよい

3)Prefix2a-をともな う形式 この形式は,親属名詞の一部と動物の名前をあらわす単語の

一部にあ らわれる｡

2a-hh 祖父 ?a-phl 祖母 ?a-tsi 姉 ?a-pゝ 妹

?a-2aj 兄 ?a-phま 弟 ?a-meq 猫 ?a-hmjaq 牛

?a-mSq 馬 ?a-kaw 家鴨

4)Pre丘Xjト をともな う形式 この形式をもつ単語は2つ しか記録 していない｡ いずれも液

体に関するものである｡

jトー岩hth < くしゃみ=>- gajトー昌htilt邑htiI-qE <私は くしゃみをする>

jト昌i <尿> - gajト昌i昌am-qe <私は放尿する>

5)Pre丘Ⅹka-をともな う形式 この形式をもつ単語には,北方タイ語か らの借用語が多い｡

ka-taj< うさぎ> <N.Thaika-taaj,ka-paw <袋> <N.Thaika-paw,ka-pゝq

<鍾> <N.Thaika-pうり,ka-S音j<猿> N.Thai? ka-kjh<谷> N.Thai?

6)PrefiⅩ紬-をともな う形式 この形式の単語はつぎの3語 しか記録 していないが,?ト は

まるい形をもつ事物を示す形態素と考えられる｡

?a-hla <月> ?也-ktiI <星> ?a-h15q <つば>

2a-hlaが他の形態素に限定されて,別の単語を構成するときには, この PrefiⅩ2h-はあら
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われない . 2h-hla -t5-hla<来月>, nE-hla<今月>

7)Su用.x-baをともな う形式 Su侃Ⅹ-baにはつぎの三つの種類が考え られ,-bal,-baヨ,

-ba3 の三つの形態素をたて得 る｡

i) -balく大 きい> の意味をもつ ｡

la-baく親指> tsaT〕-ba<鷲>

ii) -baヨ<女性> をあ らわす｡

kha-ba<妻> ?tit-ba<伯母二-

iii) -ba3とくにはっきりとした意味がわか らない｡

ntm]-ba<心>, khゝq-ba<村>, k由一baく遣> 13-ba<石>, p)り-baく腹>

13.GroupSの単語の中で,はっきりとした体系をもつ ものに数詞がある｡ ビス語の数詞は,

すべて北方 タイ語か らの借用語である｡

l ntilr] 2 S5I] 3 sam 4 si 5 ha 6 h5k 7 kjl't 8 pとt

9kaw 10sip llsl'p-26t 20saw 21saw-26t 10015j 1000phan

<-> にはタイ語 と同 じく ntiII]と -?etの 2形態素が 認 め られるが, そのほかにつ ぎの

環境で ndJT],26tに替 って,ttiIが用い られ る｡

･=人一人> tshAI]ttilmag,く一 カ月> ttilhla,く一年> ttilpi, く半分二,tthkhulr],

したがって,く/-> には 3つの形態素が補い合 う環境で使われていることになる｡ これ と並行

して,く二二つ は S5口のほかに,nihla<二 カ月>,nihnulqく二二 日> では niが用いられ

るか ら, これも S5Ⅰ〕と niの 2形態素が補い合 っていることになる｡

数詞のあとにつづ く範噂詞は,人間に関する maI〕(上掲の く二人 一 人 - -と ja-khattilma.T]

<友達一人> の例に見 られる)のほかは記録 できなかったが, かな りの種類 があることは期

待でき る｡

14.叙述文を構成す る動辞表現の基本型 は, groupV-qEであった｡ この groupV-r]E:に替

り得 る形式には,つぎの 2)以下 13)がある｡

1)基本型 V-qe:その否定形式は上掲のごとく ma-Ⅴ である｡

ga#kja-T]E <私は聞 く> ga#makja く私は聞かない一､-

ga#?LqE <私は行 く=:- ga#ma2ま く私は行かない二-

2)Ⅴ一ga-I]e:基本型 Ⅴ-qEに対 して可能を示す形式である｡ その否定形は ma-V-gaとな

る｡

ga#ma-2ま く私は行かない二:--1 ga‡ma-?圭一ga く私は行けない二→,

3)Ⅴ -t邑a-I]E:基本型 Ⅴ-rlEに対 して進行態を示す形式である｡ この否定形式はない｡

ga#bトsatat]kjトqE く私は ビス語を話す一二>-ナga葬bトshtar)kjトー邑a-qE

-:=私は ビス語を話 している｢-
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この t昌a-qeは <もつ>,<ある> の意味の形態素であるから,タイ語の進行態を示す -jd

(もともとは <ある> の意)か らの煩椎で作られた可能性が強い｡

4)Ⅴ-ka-qE:基本型 Ⅴ-qEに対 して,その相互形を示す形式,<互に･･-･･す る>

ga♯kjトI]e <私は話す> -,gaj葬kjトka-qE <私たち 2人は互に話をする>

gaj‡si-t和一ka-qe くわた したち2人が (互に)けんかをする>

この形式はタイ語の -kanか らの借用形であると考えられる｡

5)Ⅴ-1a:基本型 Ⅴ-1]Eに対 して発間を示す形式

nall#2昌一qe <あなたは行 く> - naI〕#?ま-la <あなたは行 くか>

naI〕‡tsa-叩 くあなたは食べる> - naI〕‡tsa.-la.<あなたは食べるか>

6)V-t昌hi:基本型 V-qEに対する使役態を示す形式

naq‡2ま-qE <あなたは行 く> - nat]#?昌一t邑hi <あなたが行かせる>

naq‡kja-qe <あなたが聞く> - naq‡kja.-t昌hl' <あなたが聞かせる>

7)Ⅴ-Sトkha:基本型 Ⅴ-qeに対 して希求を示す形式

ga♯2昌一叩 く私は行 く> - ga涛2ま-Sトkha <私は行きたい>

ga♯tsa-qE <私は食べる> - ga紫tsa.-Sトkha <私は食べたい>

8)ma-Vn-stiI:基本型 V-1]Eに対 して未然態を示す形式 (末だ.･--していない)

ga♯kja-qE <私は聞 く> - ga‡ma-kjan-sth <私は未だ聞かない>

ga鮮wa-I)e <私は作る> - ga‡ma-wan-stiI <私は未だ作 らない>

ga♯2昌一qE <私は行 く> - ga♯ma-2まn-stiI <私は未だ行っていない>

9)Ⅴ-kan-stiI:基本型 Ⅴ-qEに対 して過去の経験を示す形式｡その否定は ma-V-kin-stiI

であらわされる｡

ga♯la-qE <私は来る> 一一ga♯lA-kan-sth <私は来たことがある> -

ga葬ma-1a-kan-sth <私は来たことがない>

10)Ⅴ-tsha:基本型 Ⅴ-qEに対 して完了態を示す形式｡ その交替形 として Ⅴ-na-tsha,

Ⅴ-kha-tshaが認められる｡

tstilq-tStuI〕#hj叫rqe<木が枯れる> -tstiIIrtSu叩 ‡hjdqtsha<木が枯れてしまった>

m5rrm5q港hmiI〕-qe<マンゴが熟す> --m qゝ一m qゝ‡hmiI〕-tSha<マンゴが熟 した>

ni-ma♯hth-qe<これは大きい> - ni-ma♯htiI-na-tSha< これは大きくなった>

ga‡kh5-qE <私は疲れる> 一斗ga#kh5-kha-tsha<私は疲れた>

ll)V-75･.基本型 V-qEに対 して命令を示す形式

Ia-qe<来る> - la-25<来なさい> :2ま-qE<行 く> --2昌一25く行きなさい>

12)ma-Ⅴ (高平降型の ト-ソをとり母音を長 くする):基本型 V-qeに対 して禁止を示す

形式
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kja-I]e <聞 く二>--ma-kja [mt!3kja=441] く聞 くな一一

sa-qE く食べ る二,一十 ma-Sa[mtZ3Sa三441] く食べるなン

?e'-qE <行 く> - ma-?e' [mt237E=441] く行 くな>

13)V-ja(高平降の トーンをとる):基本型 Ⅴ-qEに対 して感嘆の語気を示す形式

ka-tsa-qE <=勝つ二> --ka-tsa-ja く勝った.r >

kan-1的-qE く負ける二- 一斗kan-1的-ja く負けた./-

wa-kh3-qE <仕事を済す十 一 wa-kh〇一ja <仕事が片付いた./:-

とくに否定形式による表現で,こC')jAが使われ る｡ma-hma-ja<本当だ./ -(直訳す ると

-､うそではない./:>)ma-2a-ja くこうそだ./､､ (直訳すると く本当ではない./--) しか し,

xhma-qE, x2a-I]E:の形は聞かれなかった｡

15.連動式 groupV の単語に,同 じく groupV の単語が結び付いて, 2つの連続 した動

作あるいは主要単語のあ らわす動作の趨勢方向を示す ことがある｡ さきに音素体系の記述で例

示 したごとく, 結び付 く形式は, つ ぎの く行 く一二>く来 る> の意味をもつ 4つの形式に限 ら

れ る｡

V-1a-I]E:<(上か ら)--･して来るン Ⅴ-1eLqE:く(下か ら).･--して行 く＼ニー>

Ⅴ-lth-qE<(下か ら)-･･-して来る> Ⅴ-?L<-I)E <(上か ら)--･･して行 く>

25町昨 -一二入 る> 一一 ?5q-1良一I]E -二､(上の万か ら)入って来 る二,

?5g-1E'-qe く(下の方か ら)入って行 ぐニー--->75q-1th-qe <<(下の方か ら)入 っ て来 る∴

これ らの Ⅴ-1A-1]Eな どの形は,いわば漢語の -上来,山下来,-上去, -下去 にあたる

意味を一つの形で表現 していることになる｡

そ して, 一一＼もって来 る ､haロ-1a-qEと -もって行 く/-harr?e'-qE, <-､､運んで来 る/-昌tiI-1A-

rjE とく運んで行 く> 邑tiI-?eLqEの対立 もあとに結合され る形式の相違で表現 され る｡

また, groupVの単語の性格によって, 結び付 き得 る形式が限定 されて くるのも当然 であ

る｡tha-r]Eく起る> に対 して tha-1良一r]Eく起き上 る二,はあ り得るが ×tha-1tiI-I]Eな どは許

いた./二~)は作 られるが,そのほかの形式はつき得ない｡

これ らの連動式は,Ⅴ-Ⅴ-qE形 と連動式でない形 V-1]eが並存す る点にも特徴がある｡

16.ビス語には, 同 じように groupV と groupV の結合形であるが, VrV･2-qEのタイプ

のみで,VrI]Eは存在 しない一群の単語がある｡

t昌th-tsa-T3e<憶える二二,,t昌am-tsa-qEく憶える> (t昌am は N.Thai語 cam か らの借用),
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ka-tsa-qE<勝つ>

これ らは ×t昌tiI一昨-t邑tiI-tSa-I)E:ではな く,あとの形式のみが可能である｡ この tsa-qeは

もともと <食べる> tsaTqe と同 じ単語であ り, <おぼえる> は <記憶を食べる> と表現

され,<勝つ> は く勝負を食べる> と表現され る｡ チベ ット口語にも, これ と並行 した造語
9)

法がある｡

17.ビス語の groupV の単語の中で, 自動形 と他動形の区別が,音素形式の一部のみに対立

をもった 2つの形態素で示めされることが少な く, 相互に関連のない音素形式をもつ 2形態素

で分割 して表現 されることが多い｡た とえば

tstilq-tStuI]hltiIq-qE<木が倒れ る> gatstiIq-tSuqtY-qe <私が木を倒す>

tstiIIrtSuIqktLl-I]E <木が乾 く> gats血q-tsu叩 hlaw-I]e<私が木を乾かす>

しか し,つ ぎのように 2つの形態素の音素形式の一部の対立が, 自動 と他動 といった職能の

ちがいをになっている例 もある｡

ga♯2a一mもqt昌ajkla-qe <私は馬か ら落ちる> -,kla-qE <落ちる>

ga♯2a一mもqt昌ajkhla-qE<私は馬か ら何かを落 とす> -khla-qE<落 とす>

laI〕♯lam-qE <水が温 る> - Ibm-qE <温 るニ-

ga♯laI〕hldm-l]e <私が水を温める> 一斗hldm-qe <温める>
10)

この種の例は,極 く限 られた数 しかない｡そのほかに,つぎの対立 も認め られ る｡

plもq-qE <穴をあける> - plSqt;hi <穴があ く>

t昌hiトqe <破る> - t邑hitt邑hi <破れ る>

この Ⅴ-t邑hiは上に述べた使役態形式であると考え られるか ら, <穴があ く>,<破れる>

は被動の形で く穴があけ られる>,く破 られる> と表現 されているのであろ うか, よくわか

らない｡

18.ビス語には groupSの単語 と groupV の単語が連続 して構成 す る一つの動辞表現があ

る｡たとえば

jit昌htilt昌htiI-qe < くしゃみす る>, m主-bthnbtiln-qE <夢見る>

th-tsh5qtsh5T]-I)e <帽子を被 る>, stiII]kh〇kh3-qE <麦わ ら帽子を被 る>

9) たとえば,中央チベット口語でつぎの表現による造語法がある｡
shrsa-wa<角をたべる-遠廻しにいう> kho9-t弘osa-wa<怒りをたべる-怒る>
tshik-posa-wa<燃えるのをたべる-怒る>

そのほか,ビス語でつぎの動詞のあとに -tsまが加えられる複合タイプがあるO

<学ぶ> hlとntsaIge, <書く> temtsa-ge, <読む> ?ants左-那
この3例の共通点は,hlとn,tem,?anがいずれもタイ語からの借用語であることと,その意味が<文

字> と関係することである｡それ故,この -tsaの意味は <文字> であって,タイ語的な構文をと
っているものと考えたい｡

10) そのほか声調の対立が,つぎのような意味の対立をになっている場合がある｡

phth-ge <解く> phtiI-ge <結ぶ> :-phi-ge <火を起す> phi-ge <閉める>
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muqblapblap-qe<稲光がする>, 2a町13jl叶 i]E <泳 ぐ>

これ らの連続は,たとえば jトー昌hiIと t昌htiI-qEの問に休止をおき得 る上に,その否定形式

は ×ma-jトー昌hdlt;hth とならないで, ji-t昌htilma-tShth,mと-btilnma-bthnなどとなるか

ら, これ らを, それぞれ 2つの形態素か ら成 る groupSと groupV の単語連続 と見散すべ

きである｡

19.限定関係 groupSの単語が groupV の単語に限定 されるときには,S-Ⅴの)1釦こ並べ

られ る｡groupV の単語か ら成 る動辞構文か ら,S-Ⅴ の名辞構文-の移項は,つぎのように

なる｡

tshar〕#hm5I]-qe 二人間は高い ～ ノ - tShaI〕hm 5q 三高い人>

tsha-la牛pjfH]E -∴虎は しまがある - - → tsha-1apjb ,二縞虎 一一>

タ イ 語 か ら の 借 用 語

20,以上,バ ン ･ルア ･ビス語の音素体系および文法体系について, 基本的な事柄を簡単に記

述 した｡多 くの点で不備なところがのこっているが, それ らは資料の再検討 と,今後の調査に

よって補っていきたいと思 う｡

最後に, ビス語に入ったタイ語か らの借用語についてふれておきたい｡

ビス語は,かな り多 くの単語をタイ語か ら借 り入れている｡ 私が記録 した単語 850語の中で,

約 150語が タイ語である｡ それ らの借用語は,いろいろの時期に,いろいろの形態のもとに借

り入れ られたものと思われる｡ ビス語の語桑全体か ら見るならば, こjtらの借用語は,第一に

新 しい事物とともに入って来た単語, すなわち,それまでにあった ビス語の語桑に新 らたに加

った単語 として考え られ,第二には, さきにあげた 3以下の数詞のごとく,それまでに使われ

ていた ビス語の形式にすっか り入れ替った単語 として, そ して第三には,数詞 1,2のように,

その大部分が置 き換 ったが, 一部の環境では以前の形式 と補い合 って用い られている単語 とし

て考え らjlる｡ 最後の例をいま一つ補 うと,く/年> を意味す る形態素には 2つあって,つぎの

ような分布を示 している｡

Oneyear twoyears thisyear lastyear

ttilpl nipi mihnuJ mihnuユ昌Y

く一年> -二二年> のときには, タイ語か ら借用 した piを使 うが, <今年 二>く昨年ー> に

は,本来の形 hnuユがあらわれ る｡

借用された時期については,つ ぎの 3つの大まかな分類が設定できると思う｡ 1)もっとも

古い層での借用語, ビス族が ビルマあるいは雲南の地に居住 していた時代に借 り入れたのであ

- 85-85



東 南 ア ジ ア TTJI究 塀4速 第 1'i-]･

ろ う｡北方 タイ語 ･標準 タイ語がもたない音素上の特徴を示す単語は,いずれもこの時期にビス

語に入ったものと考え られる｡ たとえば <silk> ?aIrhmaj(13世紀 タイ語 hmaj), <oil>

nan hman(13世紀 タイ語 nam man<hman?>),<north> h叫 hny(13世紀 タイ語 hni∂),

<tobeeasy> hqaj-1]e(13世紀 タイ語 qaj<※hqaj>),くblacksmith> t昌aqhlek(13世紀

タイ語 d去aqhlek), くtObepointed> hle'm-qE:(13世紀 タイ語 hlEem)の諸例に見 られる

hm-,hn-,hI｢,h1-は古いタイ語の音素形式を保存 している借用語である可能性が大 きい｡

十二支をあ らわす単語 もおそ らく,この時期に ビス語に入ったのであろ う｡ ビス語の十二支は,
ll)

雲南にいる Thailii語の形にもっとも近い｡

第二の時期 としては,ビス族がタイ国北部に移 ってか ら以後の時代が考え られ,その地で北方

タイ語か ら多量の語菜を借 り入れた｡数 としては, この時期の借用語がもっとも多い｡ たとえ

ば くtOdye> ii＼m-qE(N.Th.丘〇〇m), 〈ageOfaperson> ?ar｢au(N.Th.?a-flu) の

良一は北方 タイ語を特徴づける初頭音素であ り,くumbrella二二,t昌Dq(N.Th.C〇〇り), <Clothes

iron一二-taW 缶it(N.Th.tawniit), くmarket> kat(N.Th.kaat), くpriest> sa-tu (N･

Th.satu), <body二> 2aローtO(N.Th.tua)などは, 標準 タイ語にはない北方 タイ語の特徴

的な単語形式である｡ そ して,第三に,ず っと最近になって標準 タイ語か ら借 り入れたと考え

得る単語がある｡ <toothbrush> majsifan (Thai:prEeI]Sifan), くtOread> ?an-r3E

(Thai:2aan),<dish> t呈an-ben(Thai:caan-been)｡ これ らの単語形式は,北方 タイ語形 と

はちがっていて,標準 タイ語形に対応す る｡

この三つの時期を通 じて借用された単語は,ビス語に受け入れ られた形式か らみると,つぎの

三つのタイプに分け られ る｡ 1)タイ語形をそのまま受け入れている単語.上掲 くumbrella>,

くmarket､二>,くClothesiron>,くtOOthbrush> などがそれである｡ 2)借 り入れたタイ語

を ビス語的な形に改めている単語｡ 上抱 くtOdye>,くage>, くtOreadン,くtOdraw a

line> な どのごとく,ビス語の groupS,groupV の単語をそれぞれ特徴づける ?aI〕-,-I]Eを

借用語にも添加 して,本来のビス語 と同 じ形をとらせ る｡ 第三に,タイ語か らの借用語を ビス語

の形態素に結び付けて,新 しい単語を形成す るタイプがある｡ たとえば,?a-mtli]kip<hoof>

は, ビス語の ?a一m qゝ く､horse> にタイ語 kiip(標準タイ 語 ,北方 タイ語)くhoof> からの

借用語 kipを結合 した単語であ り, bikhitくmatCh二二,は ビス語の bト -こfire=-にタイ語

mAjkhiit(標準 タイ語)くmatCh二> か らの借用語 khitを結合 した単語である｡ 中には, こ

の種の結合形であると推定できるけれ ども, 本来の ビス語形 がはっきりしない単語 もある｡

<north> hhT]hn寸,くfa什二>pjAI〕Wiはあとの hn寸,wiはそれぞれ タイ語の nya,wiiか

らの借用形であるが,は じめの hdq,pjAr]が ビス語であるか どうかはっきりしない｡そ して,

ll) 西田龍雄 :｢十六世紀におけるパイ･イ語一漢語,漢語-パイ･イ語単語集の研究｣『東洋学報』43巻
3号,1960.のpp.46-47を参照されたい｡
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この結合形が必ず しも古い時期の借用であると断定することもできない｡ たとえば,上にあげ

た -マッチー:>が標準 タイ語形特有の要素を含んでいることもその例である｡

そのほか, タイ語形 と形式が類以 しているが,果 してその借用語なのか, あるいは本来の ビ

ス語形なのか決定 し難い単語 もある｡

･-goodst:-- ?aI]kr拍 :Thai語 kh53r] 工voice＼ぅ?aqseg:Thai語 siaq

･ ＼togetdrunk> maw-qE:Thai語 maw くbed∴> ten:Thai語 tiau

ビス語に入った慣用語全般 と,その栗源体 として考え得 る言葉 との問の対応関係, ことに声

調が どのように受け入れ られているかは興味のある問題であるが, それ らの問題は, ビス語以

外の山地民言語一般について考察できる事実 と関連 して, 改めて取 り上げてみたいと思 う｡

付 記

なお,借用語の音素形式について少 し補 っておきたい｡

･-＼tocount二-dap-qE:は, タイ語 nabか らの借用語であることは疑いがない｡ しか し,

これは非常に古い段階の借用語であると考え られる｡ さきの報告で書いたように (『東南ア

ジア研究⊂』3巻 3号 p.128), ビス語ではある時期に (おそ らくビルマの北方あるいは,

中国雲南省にいた時代に), 有声鼻音では じまる形式の一部が, 有声閉鎖音に入れ替 る一

一連の変化がお こった｡本来 タイ語であった ',:'napは, ビス語のこのような変化が起る以

前に借 り入れ られて, そのほかのもともとのビス語の単語, たとえば ;/i?a.7-naく pain>

が ?aI〕-daになったのと同 じように, 'Ynap- >ndAp一一dap と変 ったのである｡ これに対 し

て,一万 -二rice負eld十 を意味す る naもタイ語 naか ら借 り入れた単語であるが, これ

が da.とな らなかったのは, ビス語がすでに ■i'n-nd--,dの変化を 完了 して しまってか ら

以後に, この単語が借 り入れ られたためであると考え られる｡ この関係を,図示す るとつ

ぎのようになる｡

bisuword loanword loanlVOrd

"palm" "tocount'' "ricefielcl"

Earlierstage:'X''?aI〕lla :※nap-qeくthainab x

?arrnda : ndap一画

Laterstage : 'laI〕-da dap-qE
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